
 

 

１  
問　




は整数を係数とするの次方程式    を満たす。

　　…          

　この方程式を満たすをすべて求めると
 




 


である。

　　…
   




   



問２　が最小値をとるのは

　　　 

　…   



　　　のときであり  である。　…     

 

２  
問１　  　…  　であり　  



である。　…



  

問２　曲線  と直線の交点の座標の値を小さい順に並べると

　　


である。　…  ，




， 

問３　曲線  と直線で囲まれた部分の面積は


である。　…



  

 

３  
問　







　…




　問　







　…




　問　







　…





△の面積は


である。　…

  



 

４  問「甲子」の年から数えて最初の「乙卯」の年は年後である。…    

問　西暦年に一番近い「甲子」の年は西暦年である。…     

 

 

 



講評  

 

１ 問 1 は無理数から高次方程式を求めさせる基本的な計算問題．問 2 は微分を用いる最大・最小の問題．

図形への応用ですが内容，計算とも標準的でした。 

２ 逆関数についての出題．問 2，問 3 はむしろ平易な問題でしたが，問 1 の微分の計算はやや差が付く

と思われます。 

３ 平面図形の問題．問 4 の面積の計算がやや難しいものとなっていました。 

４ 十干十二支をテーマとした問題で数列の分野とも整数の分野とも見ることができますが、何の分野と

いうよりは与えられた情報を整理して数えるといった問題読解力，思考力を問う内容のものとなってい

ました。 

 

目標得点は１，２ で合わせて全体の 4 割程度，３，４で合わせて全体の 2 割 5 分，トータルで 6 割 5 分

程度となるでしょう。 

 


